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研究目的
3次元構造など新しい構造・構成

に基づくデバイス・回路技術

①微細化に起因する限界
②配線など回路構成に起因する限界

ナノ構造で発現する新しい動作
原理に基づくデバイス・回路技術

①ナノスケール構造によって発現する
さまざまな物理現象
②動作原理起因の性能向上限界

ナノスケール時代を迎えて、シリコ
ンナノエレクトロニクス技術は、半導
体の黎明期＝バーディーン・ショック
レイ時代と同じ状況にあり、指導原
理となる新しい物理とそれに支えら
れた新しいデバイス・回路・アーキテ

Robustな情報処理を目指した
アーキテクチャ・回路技術

①素子の特性ばらつき増大

高精度・高効率な設計のための
CAD（Computer Aided Design）技術

①デバイスの微細化
②新規動作原理の導入

次世代高度情報化社会を支える
シリコン半導体集積回路の実現

れた新しいデバイス・回路・アーキテ
クチャの創成が渇望されています。

こ本研究分野ではナノスケール時
代のLSIに要求されるアーキテク
チャ技術、回路技術、デバイス技
術、CAD技術に関する研究を一貫

主な研究テーマ

②回路構成の大規模化
②新規動作原理の導入
③回路構成の大規模化して行っています。 ii

1．ナノスケールデバイス・回路に関する研究

ナノスケール時代のシリコン半導体集積回路の実現に向けて、 ①ナノ構造で発現す
る新しい物理現象の解明、 ②新動作原理に基づくデバイス・回路技術、 ③増大する特
性ばらつきの抑制技術、 ④Robustな情報処理を実現するアーキテクチャ・回路技術を
研究しています あああああああああああああああああああああああああああああ研究しています。 あああああああああああああああああああああああああああああ

ゆらぎに強いナノスケールデバイス

真のナノサイズのSi集積回路を目指して

試作された30nm MOSFET

①界面ゆらぎ、②不純物ゆらぎ、
③結晶応力ゆらぎ、の顕在化

数nm立方の
体積へ

「半導体先端テクノロジーズ」と連携して、
シリコン集積回路の基盤技術の研究を推進

300mmウエハ上に
試作したナノスケールLSI

www.cir.tohoku.ac.jp/j/2research/prof.htm遠藤研究室

真のナノサイズのSi集積回路を目指して シリコン集積回路の基盤技術の研究を推進
しています。



2. ３次元構造デバイス・回路に関する研究

現在 LSIの基本素子として広く使われている平面構造デバイスは その微細化に伴
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現在、LSIの基本素子として広く使われている平面構造デバイスは、その微細化に伴
い、物理的限界が顕在化してきています。 この限界を打破し、今後もLSIの高性能化
を持続するために、３次元構造デバイス・回路に関する研究を行っています。
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２次元セルアレイ
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Row Driver

従来の
平面構造トランジスタ

提案した
３次元構造トランジスタ (b)New 3D-memory array architecture

    A Memory Cell

(b)New 3D-memory array architecture

    A Memory Cell３次元セルアレイ A Memory Cell

従来のＮＡＮＤ型

3. 情報発信型無線ＩＣに関する研究

「どこにいても、いつでも、ど

鳥瞰図 断面図 平面図
従来のＮＡＮＤ型

フラッシュメモリの平面図 試作した３次元構造フラッシュメモリ

JST-CREST（研究代表）に採択され、推進中です

どこにいても、いつでも、ど
んなものからでもネットワーク
につながる」というユビキタス
ネットワーク社会を支える重
要な技術の１つが、超小型軽
量の無線ＩＣです。例えば、読
み取り機を用いて情報の授受

各種センサー ナノＣＭＯＳ
デバイス

省電力無線
センサー端末

P型
半導体

N型
半導体

高温側 熱

正孔 自由電子

電流

電流

み取り機を用いて情報の授受
を行うＩＣタグが実用化されつ
つあります。 ああああああ 超低消費電力

通信・情報処理集積回路 情報発信型無線ＩＣ 高性能熱電変換素子

低温側
＋ －

本研究室では、電源を内蔵した自律的動作が可能になる情報発信型無線ICの実現を
目指して、①新しい発電素子および電力蓄積素子、②超低消費電力デバイス及び集積回
路 ③センサデバイス等々を 貫して研究しています あああああああああああ
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路、③センサデバイス等々を一貫して研究しています。あああああああああああ
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